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世界の主な再処理工場
（2023年1月現在）

出典：世界の原子力発電開発の動向（2023年版）より作成

原子力・エネルギー図面集

※ U：ウランが金属の状態であるときの質量　　HM：MOX中のプルトニウムとウランの金属成分の質量

19661,700tHMOrano R La Hague ラ・アーグ ラアーグ工場

Sellafield Ltd. カンブリア・
シースケール

1964
（閉鎖2022.7）1,000

セラフィールド
（マグノックス再処理工場）

PA Mayak 400tHM 1977オゼルスク 生産合同マヤク再処理工場
RT-1 Plant

RT-2 Plant

Mining and Chemical Complex
（MCC） 220tHM（PhaseⅡ） 2024予定（PhaseⅡ）

800tHM 2035予定

4.4tHM（PhaseⅠ） 2016（PhaseⅠ） 

ゼレノゴルスク

Pilot Demonstration Center
（PDC）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
（JAEA）

1981
（2018.6 廃止措置計画認可済）120tHM茨城県東海村 東海再処理工場

800
2024年度 上期の

できるだけ早期日本原燃株式会社（JNFL） 青森県六ヶ所村 六ヶ所原子燃料サイクル施設

0.1tHM （2006着工）蘭州核燃料複合施設 甘粛省蘭州市 蘭州パイロット再処理工場
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